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Abstract
The A area in Iizuka city, the former coal mine city in Fukuoka prefecture, has recently become urbanized 

by inviting some new universities to it. The invitation, however, has caused various conflicts between the 

former inhabitants and newcomers. In spite of that, the area has succeeded in the formation of a well-being 

society. The success is thought to be brought about by social activities of lifelong education center of the 

community. This paper is designed to make clear the formation process of such a well-being society and the 

factors which enabled the community to build it. For this purpose, we collected the information about existent 

materials and had interviews with the staff members of the community hall and the volunteers. The formation 

factors were as follows:

(1) Those who are in charge of the community hall and the aged who experienced the former energetic times 

had a strong hope to do something useful for bringing up sound youth by comparing the present time with 

the past. So they devoted themselves to social activities which led the youth to have pride in the hometown 

and dream. 

(2) The community leaders came to have clear intension and confidence in their activities by inspection study 

of new expanding sites, and by widening their knowledge in various fields.

(3) Conferences system was so well-organized that anyone can regularly participate in it and can have a free 

talk with each other.

(4) The community, once a prosperous coal mine city, had a long history of accepting a variety of other 

cultures traditionally. The tradition made it possible for the community to accept easily exchange students 

from abroad.
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１．はじめに
古代より遠賀川の流域は古代北部九州の重要地

としての役割があり、近代では日本経済を支えた

エネルギー源としての石炭を全国の半数以上を産

出した地域である。明治20年代から筑豊に進出し

てきた大手資本による石炭産業の盛況時には、他

県から筑豊に新天地を求めて多くの人々が移住

し、そのまま筑豊を第二のふるさととした歴史

がある。昭和30年代後半からのエネルギーが石炭

から石油へ転換したことにともない鉱山が相次い

で閉山し、働き盛り世代の転出による人口の高齢

化、経済の停滞、過疎、鉱害による地盤沈下等ま

ちの荒廃という後遺症が残されてきた。旧産炭地

においては特に高齢化が進み、生活保護世帯が急

増するなど複雑な社会問題を背景にした青少年や

高齢者の問題が増加してきた１～７）。

このように社会経済政策の変化とともに住民

の生活は大きく変化したが、これらの課題に対す

る対策を考えていくには生活の場における連携、

諸々の課題を身近に感じることができ、その中で

生活する住民が住み良い環境づくりに主体的に取

り組んでいく社会いわゆる健康的な社会環境づく

りが必要とされる。ここで、①人は様々な社会環

境のなかで生活し、また人は自然と関わり、人と

人との関わりのなかで自らの生活様式をつくり出

し、その生活は人間の活動すべてであるとされて

いる。②身近な衣食住や一日の生活をみても、人

間は自然や人に依存していかなければ生きていけ

ない存在であり、③不健康な実態を生み出す問題

状況は様々な条件が複雑にからみ合って生み出さ

れ、健康問題への取り組みは自分の生き方を考え

ることであり、自分が住む地域や職場づくりに結

びつくものである。という３つの視点を中心とし

て健康的な社会環境も自然や人との関わり無しで

はありえないと考えた８～10）。

すなわち、健康的な社会環境とは、命を守るこ

とが出来る自然環境や他人への関心・思いやり共

感が出来る人間関係、生きがいを見つけそれを感

じられる人的物的環境が存在するところであると

いえる。この自然や人との関わりは一部の人のみ

の努力では成されるものではなく、集団・地域と

いった大きな範囲で取り組んでいかなければなら

ないものであり、実際に健康的な社会環境づく

りがまちづくりとなって行われている先駆的な地

域をみることができる11～17）。これらの社会環境づ

くりは、日常の住民活動の組織化とそれへのかか

わりにおいても、予防活動としての健康教育にお

いても、社会教育との密接な連携が必要となって

いる。松下は11、18）「地域社会の中で生活する住民

は健康に関する学習を生涯学習のなかに求めてい

る。しかもそこでの要求の内容は、自分のからだ

の保健に限らず全生活や、生き方、及び地域のあ

り方にかかわって幅広く出されているのである。

その状況をとらえつつ、地域における健康教育に

関する学習の構築においても社会教育との協同に

よって深められなければならない」18～20）として

いる。

今回、地域社会が炭坑閉山により大きく変化

し、従来の住民と新たに転入してきた住民と間の

交流が少なく、青少年の問題行動の増加という社

会混乱をきたした地域における健康的な社会環境

づくりの経過を調査し、地域において誰もが住み

よい健康的な社会環境づくりが成り立つ過程とそ

の要因を明らかにすることを目的とする。

２．対象と方法
対象は福岡県のほぼ中央部にある飯塚市Ａ地区

である。この地域は旧炭鉱地に大学の情報工学部

が設置され、大学生・留学生・職員等の新たな転

入により人口が急に増加した地域である。様々な

問題が表面化していくなかで、公民館を拠点とし

て住民が問題に取り組んでいった地域である。

調査方法としては

①健康な社会環境づくりに関する文献学習、

既存資料より情報収集

②飯塚市Ａ地区公民館関係者に対する面接調

査および新聞記事、既存資料より情報収集

③国際交流会「フレンドシップ・インやす」

（福岡県教育委員会主催平成10年11月）

以上からＡ地区の誰もが住みよい健康的な社会

環境づくりの過程をプリシード・プロシードモデ

ル25～26）を活用して、発展過程とその成立要因を
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分析する。

プリシード・プロシードモデルとはプリシー

ド（PRECEDE：predisposing, reinforcing, and 

enabling constructs in educational/ environmental 

diagnosis and evaluation 教育・環境の診断と評価

のための前提・強化・実現要因の略）、プロシード

（PROCEED：policy, regulatory, and organizational 

constructs in educational and environmental 

development 教育・環境の開発における政策的・

法規的・組織的要因の略）であり、ヘルスプロ

モーションを踏まえた地域保健活動の展開には広

く活用されている手法である。

３．結　　果
（1）飯塚市の概況１～３、５～７、20）

飯塚市は福岡県のほぼ中央に位置しJR線、バス

路線で福岡市、北九州市方面へ約40分の距離にあ

り、面積71.8㎞２、人口80,644人、31,321世帯（平

成12年国勢調査）である。大正14年国勢調査人

口（合併町村の人口を含む）は68,600人で、昭和

30年には107,467人まで増加したが、エネルギー

の主体が石炭から石油へと変化したため炭坑は相

次いで閉山し昭和40年以降は75,000～83,000人で

増減している。学園都市計画として昭和40年に近

畿大学九州工学部、同九州短期大学が開学し、昭

和61年に九州工業大学情報工学部を開学し、「学

生のまち」として活性化させてきた。同市に理系

の学生が5,000人いることから情報産業都市「ア

ジアのシリコンバレー」を目指している。外国人

904人のうち留学生約80人である。

Ａ地区は飯塚市のほぼ中心部の平地にある面積

が15㎞２に満たない地域で、人口20,643人、8,516

世帯（平成７年国勢調査）である。人口は明治30

年頃までは2,000人～3,000人であったが、炭鉱山

の開発とともに人口が急増し、昭和７年１月１

日に町政が施行（人口20,830人）され、38年に合

併するまでは人口が20,000～25,000人と横ばい状

態であった。地区内には昭和15年に日鉄二瀬鉱業

の設立、他の中央資本による炭鉱山の開発など

で経済的に恵まれていた。日鉄鉱業所の野球部は

全国都市対抗野球で準優勝するという記録ととも

に、数名のプロ野球選手を送り出すなどの活躍が

あり、住民の誇りとなっていた。昭和38年の全炭

坑閉山、飯塚市に合併となり閉山にともなう人口

の転出が相次ぎ、過疎化が進み、青少年の問題行

動の増加など多くの課題を抱え、閉山後の負のイ

メージを克服できないでいた。昭和61年に大学が

開学したことで、当地区で若者の姿を見かけるよ

うになった。

（2）Ａ地区公民館活動への人々の関わりの

　　発展過程22、33～38）

公民館を拠点とした地区組織活動の発展過程か

らⅠ期（萌芽期）、Ⅱ期（それぞれの活動の公転

期）、Ⅲ期（それぞれの活動の自転期）に分類し、

それぞれの過程を分析した。（表１）

Ⅰ期：（萌芽期）

炭坑閉山にともなう住民の流出による人口減少

や退職等の経済損失に対し、企業の誘致など石炭

六法による施策もみられるが、飯塚市全体が荒廃

した負のイメージが漂っていた。若者を中心とし

た有志の手で「祭りボタ山」が自主企画・自主活

動として開催、新人音楽コンクールの開催、遠賀

川の浄化運動など活性化を模索していた。青少年

の非行や反社会行動が増加し、青少年に対する健

全育成対策の必要性や地域の立て直しを考えるな

ど新しい文化を発信すべく飯塚市の学園都市計画

がスタートしていた。

当地においても市内と同様に閉山後に閉鎖商店

や空き地・空き家が目立ち、高齢者世帯の増加、

青少年の問題行動など改善すべき課題が山積みし

ていた。炭鉱跡地に大学が移転してきたことによ

り、地域住民と大学の共生が課題となってきた。

また、従来から血縁や集落内での交流はみられた

が、集落間の交流は少なくなっていた。市の組織

活動に参加する人たちもみられたが、この地域の

ことに関して関心を持つ人は少なかった。

Ⅱ期：（公転期）

公民館職員の提案で、関心がある人は誰もが

自由に参加できる持参の弁当を食べながらの話し
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表１　公民館を拠点とした健康なまちづくりの発展経過 

地域の問題点 

Ⅰ期
・閉山による大量の人口流出、高
齢者人口の増大、石炭採掘に伴
う鉱害で市全体が混乱した。
・失業者の増加による被生活保護
世帯の増加。 

・青少年犯罪が多発し、炭鉱閉山
後の負のイメージが克服できな
いでいた。
・地域に転入者や学生をどうとけ
こませるかという問題課題が出
てきた。
・学生特に留学生との交流の難しさ。
Ⅱ期
・活動のための資金がない。
・まちの問題に目を向け、改善を
試みる人はいたが少なかった。
・公民館職員は3名のみである。
・まちづくりをリードする人たち
がいない、取り組みがわからな
い。 
・大学生を取りこもうと考えても
どうかかわってよいかわからな
い。

Ⅲ期
・留学生との交流の基点がなく、
病気、アパート閉じこもり、自
転車盗難など住民とコミュニケ
ーションがとれず日常生活に
様々な不自由を感じていた。

・青少年健全育成のためにも、小
中学生と住民、留学生との関わ
りが必要。

・留学生支援、青少年健全育成に
ついて、一部の人たちだけでな
く地域全体で支える必要があ
る。
・留学生にきめの細かな支援が必
要。

・留学生の自国の教育事情がわか
り、基礎教育の重要性を確認し
合う。

・活動リーダーの長期療養、高齢
化による新リーダーの育成や世
代交代の必要性

住民や地域のリーダーが考えたこと 

・青少年健全育成という共通の目的があら
われる。

・問題を共有化、改善するための話し合い
の必要性と年寄りの知恵と力を借りていこ
う。 

・若者に夢を持たせるようなイベントを計画
し、自主活動に自信をつけよう。

・住民が青少年健全育成とまちの活性化を
望み、人づくりと資金が必要。

・地区内の各種団体間の連帯が深まり協力
して地域づくりに取り組む自信を持つよう
になる。

・地域の特性にあったまちづくりを学ぶため
に、リードする人たちを中心に研修旅行
に出かける。

・リーダーが自分たちのまちづくりの近未来
図を描くことができることが必要。

・Ａ地区の特徴（高齢者、大学生、国際
化）を活かしたまちづくりを考え、活動を
始める。 
・留学生の生活について考える人が出
てきた。 
　留学生が安心して生活できる町が必
要
・平成6年粗大ゴミの自転車に着目し、
自転車を修理清掃後にリサイクルを
計画した。5台目の自転車がリサイク
ルされ新聞やテレビに報道される。
（住民の関心が高まり、85台目の自
転車を寄贈。）青少年にボランティ
アをすすめることで健全育成を望ん
だ。
・留学生の健康を住民で支えよう。
・留学生と高齢者の積極的なコミュニ
ケーションをはかる。
・相互の異国文化を知り留学生との間
を狭めようとした。留学生が自分た
ちの文化を紹介し、制約事項等も含
めて地域の中にとけ込もうとした。
　　　　　
・友情ネットワークが留学生に地域行
事への参加意欲を調査し79％が公民
館行事に参加したいという結果か
ら、留学生に公民館行事に参加して
もらおうと考えた。
　
・留学生の日常生活サポートを楽しみ
ながら行う。
（引っ越しの手伝い、電気・ガス・水
道・電話の手続きのお世話）

・国際交流を通して、留学生の帰国後
も活動を継続していく必要がある。

・ボランティア活動を行うための財政
的なバックアップが必要

活動過程 

・昭和 38年飯塚市に合併
・昭和 40年近畿大学九州工学部、同大九州短期大

学が市内に開学。
・昭和 53年祭りボタ山『心のふれあいを求めて』開催

（市内有志の自主企画・自主運営によ
る）。

・昭和 57年第 1回飯塚新人音楽コンクール開催
・昭和 58年飯塚市議会政治倫理条例制定「明るい

町づくりの会」発足
・昭和 61年地区内九州工業大学情報工学部開学
・昭和 63年「I love 遠賀川」市内有志による自主活

動として遠賀川流域地域間交流が始まっ
た。 

平成 3年度
・「夜なべ談義」を行い、まちの柱作りをした。高齢者
を中心に 300万円のカンパが集まる。

・「国見高校対東海第五高校招待サッカー試合」が
実現し、サッカー部監督による特別講演が若者や高
齢者の刺激となる。
平成 4年度
・ウォークラリー大会に参加者が急増。
・「沖縄ふれあいの旅」
　（健康な食生活や運動、生きがいの秘訣を学ぶ）
・公民館職員が中学校に出向いて平和授業開始
平成 5年度
・「長野ふれあいの旅」
・独居老人給食サービスの開始など具体的な活動の
開始

平成 6年度
・「有田ふれあいの旅」
・中学生が自転車リサイクルを行い、留学生に贈る
（友情ネットワーク開始）。医師会員による健康相談、
治療開始

・日本語講座を始め生活全般を支援、・留学生に行事
参加をよびかける。 

平成 7年度
・「湯布院まちづくりふれあいの旅」
・留学生が公民館で中国語講座を、中学校での餃子
づくりを開催。

平成 8年度
・「柳川ふれあいの旅」
・地区内の河川の清掃で環境に目を向け始める。
・公民館に留学生支援センターをつくり、留学生への
物品等の保管管理のボランティアが増える。

・住民と留学生による餅つき大会、忘年会ィを行う。
・全国生涯学習フェスティバル参加し活動報告
 
 
平成 9年度
・Ａ地区 3,000人の大運動会、公民館祭、各種講座
の交流会、老人クラブとの対話集会を行う。

・留学生、高齢者等による交流授業開始（英語、漢
文、家庭、社会、他）
平成 10年度
・福岡県教育委員会主催、留学生国際交流会にて
活動報告。

・平成 11年ミャンマー学校建設募金始まる。
・平成 12年小学校全体でミャンマーの学校建設に取り

組む。
・平成 13年全国公民館職員専門講座に招へいされ

活動報告。
平成 14年度
・全国優良公民館表彰「寺子屋事業」
・「�自治総合センター」より200万円の助成金を受ける
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合い（「夜なべ談義」）が毎月開かれ、青少年の具

体的な問題行動（小中学生の喫煙、万引き、恐喝

やシンナーなど）や留学生との対応などが話題と

なった。話題となったことは、参加者の誰もが共

通に感じていても地区の問題という考えはなかっ

た。特に増加してきた中学生の問題行動には関係

者が頭を悩ませ、小学生の親からも『校区外への

転居を考えている』などの発言があり早急な対応

が求められていた。何回か開催するうちに地区の

子ども達に夢と誇りを持たせたいという共通の目

標ができた。

平成３年「夜なべ談義」で検討されたサッカー

の招待試合を自主企画として運営することとし

た。当時の全国高校サッカーの第１位、第２位

のチームの招待試合「国見高校対東海第五高校招

待サッカー大会」が実施された。老人クラブ会員

による募金活動やチケットの作成・販売、会場づ

くり、グランド整備まで中学生を含む地域ボラン

ティアが担当した。国見高校の選手はボランティ

ア宅に宿泊し、選手達の真摯な態度や国見高校監

督による特別講演は中学生やその家族に感動や夢

を与えた。協力者・関係者が多いこと、知名度が

高いチームの参加であること、イベントの参加者

がはるかに予定人員を越えたことで、公民館活動

が大いに注目を集めることができた。未だに住民

の記憶に残るＡ地区最大のイベントであり、協力

して地域づくりに取り組む自信となったのであ

る。このイベントを契機に地区内のボランティア

間の交流が始まり、協力して地域づくりに取り組

む自信をもつようになった。

公民館が地域の婦人に呼びかけ、大学の新入

学生に対して簡単な料理の作り方教室を数回にわ

たり無料で開催した。『自分の孫が親元離れて苦

労していると思うと料理を教えてやろうという気

になる』というボランティアの気持ちと、調理を

習った大学生達が自分たちにできることはないか

と積極的にボランティアを申し出たことで大学と

住民との交流の始まった。これは「寺子屋事業」

と命名され、公民館主催による小中学生が大学生

に宿題や学習相談をすることができる交流で、公

民館を全館開放して行われるイベントである。平

成９年には小中学生は約100名、大学生は40～50

名が参加した。この活動は全国の公民館職員研修

会で事例報告され、14年度の全国優良公民館表彰

を受けた活動である。

平成４年度からはボランティアに｢ふれあいの

旅｣を開始し、リーダー研修として位置付けた。

まちづくりの先進地域に出向きその地域の活動家

達との交流を通してまちづくりのコツを学ぶこと

で、まちづくりに積極的に参加してもらうねらい

があった。第１回「沖縄ふれあいの旅」では老人

クラブを中心とした研修であったが、交流した沖

縄の人たちの方が参加者である自分たちよりも十

歳以上も高齢者であるのに、体育館や舞台で民謡

を歌い踊る姿を自分の老後の姿と照らし合わせる

ことによって、『みんな元気で長生き』を現実化

できることを学んだ。健康は運動や食べ物だけで

なく、生き生きと活動することが大事ということ

を身をもって感じた。

「長野ふれあいの旅」は婦人会の会員研修で

あったが、松川町内に全くごみが見当たらないこ

とや、交流した住民たちの言葉から『町内は自分

の庭の延長線上』とゴミがないのが当然のように

とらえられており、町内のことは自分のこととし

て清掃が行われていること、飯塚市では新聞記事

になるようなことが松川町では当たり前のできご

となど自分達の住んでいる環境が人を育てるとい

う原点に気づかされた。

「湯布院まちづくりふれあいの旅」では従来の

観光地にみられたパチンコ、ゲームセンター、風

俗営業など成人用の娯楽施設を全く造らずに、自

然環境を生かした家族で楽しむことのできる温

泉地づくりの実践活動を聞かされた。健康的な環

境づくりとは何か、子どもは自然やつくられた社

会環境から学ぶことを再認識させられた。「柳川

ふれあいの旅」では自分たちの手でクリークの再

生、浄化運動に取り組んだ過程と子どもたちに郷

土の誇りと歴史を残していくことを学んだ。この

ように先進地を見て回り、活動したリーダー達と

交流することでこのＡ地区の特徴を踏まえた自分

たちで作る町づくりを考えていった。
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Ⅲ期：（自転期）

平成６年、常時50～70人の留学生がＡ地区内に

居住するようになり、留学生の自転車盗難事件を

契機に自転車の盗難対策が話し合われた。自転車

の盗難が多いこと、粗大ゴミとして扱われている

自転車が部品交換や修理で使用可能であることな

どから、留学生支援のため自転車リサイクル活動

が始まった。古自転車の回収、回収された自転車

の移送、部品交換や修理など多くの中学生ボラン

ティアの活動が始まった。『自分の自転車は埃に

まみれていても再生自転車はピカピカ』と職員や

家族が苦笑するほど丁寧に磨かれているこの活動

の担い手は中学生のボランティアである。２年間

で85台の自転車が地域内外の留学生や外国人に提

供され、現在も継続されている。

大学内においても留学生に対する支援がなさ

れていたが日常生活の全般にわたる細かい支援活

動には大学内だけでは限界がある。コミュニケー

ションの問題ばかりでなく、生活機械器具の取扱

い、ゴミ処理、服装等多岐にわたる問題にはきめ

の細かい支援の必要性が検討され、日本語教室、

医療支援、生活相談等留学生を支援する輪が広

がってきた。留学生が地区運動会や対話集会等に

参加するなど住民と留学生との交流の場が増え、

また住民の活動の基点となる留学生支援センター

が設立された。

それにより留学生の地域貢献が盛んになり、中

学校の授業を担当する、他地区の公民館活動の講

師をする等留学生そのものがボランティアを行う

ようになったこと、さらにＡ地区の国際交流事業

が県からモデルとして取り上げられたり、新聞や

雑誌に報告され、地域外の留学生や国際交流に取

り組む自治体住民との交流が始まり、地域の枠を

越えた取り組みを行っている。

最近では、留学生、新入生として転入してきた

大学生や大学院生が卒業後に地区内や市内に定着

したり、ベンチャー企業を起こす人が出てくるよ

うになってきた。

（3）健康的な社会環境づくりの成立要因（図１）

①前提条件

この地区は市に合併するまでは１つの町で

あったこと、徒歩圏内に公民館、スーパー、郵

便局、交番、病院、小中学校など生活に必要な

施設が存在し、交通アクセスも良いところであ

る。

公民館には老人クラブ、婦人会、子ども会の

他、開業医、教師、事業主、留学生、主婦等と

様々な社会集団に属する人々が集まり出入りす

る場であり、あらゆる地域の情報が集まってく

る。その集まった地域の情報は青少年の問題行

動や新住民である転入者や留学生に対する対策

を必要とするもので、高齢者は孫世代である青

少年の問題行動に対してこの町に誇りを持って

ほしい（誇りが持てる町にしたい）という思い

があった。

約50年前にこの筑豊地域が中国大陸や朝鮮半

島、全国から炭鉱山に若者を大量に受け入れ

てきた歴史が転入者、留学生を容易に受け入

れたのであろう。『同じ釜の飯を食うともう仲

間』とよく言われるような人情味のある川筋気

質（かわすじかたぎ）というすぐに誰でも受け

入れる風潮が前提条件に挙げられる。また、飯

塚は「祭りボタ山」、「I love 遠賀川」、「飯塚新

人音楽コンクール」といった自主企画や市民ボ

ランティアなどの市民運動が根ざした地域であ

り、全国でも早期から政治倫理条例を制定する

など住民の地域活動が活発であるという地域性

が考えられる。

②全体志向性と調整統合機能

活動の当初、自分たちの問題を自分たちの

事としてとらえることが少なかったため、問題

解決の調整・統合機能は公民館職員や保健師が

担っていた。

リーダーの研修を積極的に行い、人的基盤

を強化していった。研修にはそれぞれの団体の

リーダーを選定するのではなく、高齢者の研修

とか、婦人の研修とか団体に応じた研修先を選

定したことや自費であるにもかかわらず参加者
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が毎回10名を越えるように多かったことが地域

のリーダー育成に有効であったと考えられる。

高齢者は元気な高齢者と交流することで、地

域づくりにおける自分たちの立場が理解でき自

信につながる。長野に参加したリーダーは『も

いだりんごの味に誘われて参加したが、家の中

と家の外を区別しないということがまちづくり

と判ったときは目から鱗が落ちたようだった。』

と、各自の役割を認識し、地域で生活して行く

ために必要な問題解決に関わってきている。

③住民密着型

話し合いや交流を通し相手の話を熱心に聴い

ていくことで、始めは地域の問題には関心を向

けなかった人々が、徐々に相手のことを理解し

ようとする意識や自分の考えを相手に押しつけ

たりしない態度が現れてきている。人と人との

出会いの場、紹介の場ともなり、新しい人間関

係が生まれ発展していくという意味もあった。

この地域内の団体やサークルの60％が公民館

に事務局を置いて活動していたこと、公民館関

係者の呼びかけに理解と協力があること、ある

いは逆に地域内の団体やサークルの情報が公民

館に直に伝わることも住民密着型の活動となっ

てきたと考えられる。活動の参加者は地域住民

だけでなく、大学の自治会の役員や留学生担当

者、保健医療職など幅広い分野からで、様々な

分野からの諸々のアイデアが生まれたことで、

活動に楽しみが生まれた。

ボランティアには『暇があるのは年寄りば

かり、この歳になって国際交流に参加するとは

思っていなかった』といわれるように定年後の

高齢者の割合が多い。高齢者から自転車修理の

手ほどきを受けた小中学生が独居高齢者へ弁当

の配達の手伝いをする、大学生から学習支援を

受けた小中学生が日用品集めのボランティアを

する、留学生が語学ボランティアをするなど、

多くは当初自分がボランティアから支援を受け

た側の人であることも多く、ボランティアを受

けた者が地域貢献というボランティアをすると

いう素晴らしい交流がなされている。市のイベ

ント「まつり飯塚」に自国の民族衣装で留学生

が参加して炭鉱節を踊り、自国の自慢料理を振

る舞うなど交流を通して地域の文化を理解しよ

うとしていた。

④即応性、多面性をもった活動

地元中学生の健全育成から留学生支援へと課

題は変化してきたが、地域の活動の第一線で活

動しているのは常にボランティアの住民であっ

た。地域の生活者としての訴えや要望を受け止

める窓口としての機能としては『何時でも（24

時間体制で）直に（即応的に）もれなく（除外

せず）総合的に（一体的に）』、要請に対応でき

ることが期待されるが、既存の公的なサービス

のみでは限界がある。公的サービスの多くは８

時半から17時のサービスであるが、この時間内

で対応するには困難なことが多い。特に、健康

に関連するものでは突発的なものや緊急性の高

いものが多く、現行の制度では目的、対象、内

容が規制の枠外になることがしばしばみられ

る。例えば、医師会会員と大学の保健管理セン

ターおよび市保健センターによる健康診断、健

康相談や医療相談が予防的に行われているが、

留学生の急病、医療費の自己負担金（３割負

担）、分娩費など突発的な不規則なものなどは

公的なサービスの限界にある。これらは住民の

ボランティア活動として、何時でも誰にでも即

応的に行われざるを得ないものであろう。

また、民間の企業経営者の参加は直接的に活

動を支えていくのみでなく、活動の資金援助や

具体的な活動時の技術的支援など間接的にも大

きく関わってきた。たとえば、大型機器を動か

してのグランド整備、屋外イベント時のテント

張り、大量のボランティアの移動、福祉施設の

開放やＩＴ機器の活用など民間の企業や施設が

参加することで幅広い活動が可能となった。

⑤創 造 性

大学の情報工学部の職員や学生・院生・外

国人という幅広い領域の人たちが、住民となっ

て地域活動に取り組んでいくことは、地域の
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課題や生活を左右する環境に視点が広がってい

き、生き生きと楽しみながら活動する人々が増

加していった。活動について70歳以上の高齢者

が『よう、年寄りを大事にしてくれる。学ばな

いかんことがいっぱいある。自分でも役に立つ

ことがあるから。』と語り、留学生の故郷ミャ

ンマーに学校建設の募金活動を立ち上げた高齢

者がいる。公民館の広報誌でこの情報を知った

小学生３名が活動に興味を持ち、自主的に古

紙回収を始め、実際にその収益金40万円でミャ

ンマーに小学校が建設された。この子ども達

が『学校のみんなが家の古新聞を持ってくれば

もっとたくさん学校が建つ』と提案したことか

ら、全校を挙げての古紙回収活動となった。こ

の学校の親たちは、かつて中学生の問題行動に

心を痛めていた人たちであり、児童３人の提案

をきっかけにしたボランティアの輪の広がりに

感動した。子ども達は『自分たちにも無理をせ

ずにできることがあるんだと感じた。』と話し、

現地まで収益金を届けた高齢者はこの経過を

ミャンマーの子ども達に説明するなど現地の子

ども達を励ました。

４．考　　察
①Ａ地区公民館活動への人々の関わりの発展過程

公民館活動における人的な関わりの関係はⅠ期

では公民館職員と直接的な関わりで、それぞれの

リーダーが全体としてはまとまりのない形で存在

していた。各団体、組織間での話し合いや交流が

ほとんどなく、地域の問題を自分達で解決してい

くという意識は持てなかった。市レベルでの市民

活動が活発になるにつれ、市のイベントや交流に

参加する人はいてもＡ地区についての関心は少な

かった。

Ⅱ期では「夜なべ談議」をはじめリーダー会

議やイベントを行うことでそれぞれに関わり合

う人々が急激に増加し、複雑に交差した関わりを

持つようになってきた。各々の組織は公民館や各

リーダーとの連携のもとに積極的に問題や課題を

みつけては活動するようになった。公民館職員や

保健師をはじめとする市職員との連携調整のもと

で活発に活動していくようになったが、全体とし

ての舵取り役は公民館であった。

Ⅲ期では各々のグループは自分達で問題をみ

つけ、それぞれで話し合いをした後、他グループ

との協働で改善したり、あるいは全体に働きかけ

て地域全体で解決していく機能を持つようになっ

た。ボランティア活動が活発に行われるにつれ、

異世代間交流・異文化交流が盛んとなり、留学

生との交流では帰国後の交流にまで発展していっ

た。

調整統合機能について、Ⅰ期、Ⅱ期では多くの

場合公民館がその機能を発揮していたが、Ⅲ期で

は住民組織が持つようになってきて、自立して全

体との調整のなかで活動するようになってきてい

る。

②健康的な社会環境づくりの成立要因

＜地域特性を生かした全体志向性と調整統合機能＞

一般的にまちづくりが成立する前提条件は、あ

る程度のまとまり、拠点、他者を受け入れる姿勢

が必要であるが、A地ではこれらの条件に加えて

地域のことを真剣に考える人達の存在がある。ま

ちでくり活動にはより多くの地域住民が参加・協

力して関わることが必須であり、協力者抜きでま

ちづくりはあり得ない11、15～17、22、32）。日常生活を

基盤としている活動であることが重要であり、高

齢者や青少年、留学生など弱者的な存在の人た

ちの生活、教育、健康のすべての面にかかわって

いることが必須条件であると考える。様々な問題

に対して住民が自主企画で色々なアイデアを出し

合って問題解決の方法を導き出すことで、住民が

先生であり生徒となり、支援を受けた者が支援を

し、この地の文化にとけ込んでいった。

初期の段階で全体の調整役であった公民館職

員は市内の他地区の公民館と同じ３名で構成さ

れ、予算規模についても同様である。従って地域

のリーダー養成は活動の必須条件であり、久常19）

によると組織活動が十分に機能するには参加者の

誰もがリーダーとなれることが望まれるとしてい

るが、自転車再生事業の中学生を例にあげると、

公民館職員によると最初にボランティアとなった
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のは何となく気になる中学生であり、その中学生

が数人連れて来て、学校の先生も参加し、夏休み

に第１回目の自転車再生作業を中学生11人、教師

３人で開始した。このリサイクル自転車を受け

取った留学生が感激して中学生との交流を希望し

たことや自分にできることをしたいと申し出をし

たことで、大学の留学生会長と公民館の連携が築

かれていった。したがって、問題に気づいた人だ

けが解決にかかわったのではなく、活動の取り組

み過程を通し住民たちはお互いの連携を築き、公

民館職員のみでなくそれぞれのリーダーが問題解

決のための調整・統合機能を確立していったもの

と考えられる。

＜住民に密着した即応性、多面性のある活動＞

福岡県教育委員会主催の国際交流会では、Ａ地

区の留学生は大学における学業・学則等の不満や

日本の社会システムに対する意見を多く発言し、

「この町に住んで良かった」「困った時に相談でき

る人がいる」「交流を通して友達ができた」等の

発言もみられた。これに対し、他地区留学生は日

常の生活や習慣・文化の違いに苦労している発言

が多かった。他地区留学生の話を熱心に聴いてい

たＡ地区ボランティアは的を射たアドバイスを行

い、『何時でも直ちに除外することなく』をモッ

トーにすることの困難さを伝えながらも、生き生

きとして活動している文化通訳者としての彼らの

姿を見ることが出来た。ともすれば留学生の意思

に関係なく同じ立場をとらせることになりがちだ

が、Ａ地区では出身国の習慣や本人の意思を尊重

していくことが重要だと考えて活動していること

に特徴がみられる。同時に、公的なサービスの限

界と住民活動でどこまで担うか（担えるか）につ

いていつも話合い検討ががなされている。石川ら
33）によると地域ケアの公的サービスの限界とそ

の限界を超えたサービス領域を担当する市民活動

が必要であるとしているが、変動的・不規則的な

内容、突発的・断続的な要望は市民活動が担当す

る領域であるといえよう。

様々な地域に密着した交流を通し住民と留学

生が自分だけでなく他人にも目を向け思いやり

を共感できる気持ちを相互に築いている。留学生

も支援を受けるだけの立場から、まちづくりを行

う一員として活動し地域において欠かせない存在

となっている。自分たちの生活する環境に目を向

け、みんなにとってより良い状態を目指すために

努力する姿勢は、住民たちが自分たちの生活の場

の問題だからなんとかしようとした取り組みの中

にもあるといえる。自分たちの生まれ育った郷土

を知ってもらうことによって、郷土への愛着と伝

統を再認識してもらいたいという気持ちは留学生

にも伝わり、自国に戻った留学生からも『飯塚は

第二のふるさと、心のふるさと』であるとして帰

国後も交流が継続している。
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